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☆２００７年１月２７日付け『湖北日地方』より 

 １月２５日に開催された武漢市経済工作会議によると、昨年度の工業付加価

値が初めて一千億元を超え（昨年同期比１８．９％）、武漢市のＧＤＰの３８．

６％を占めた。 

 ２００６年武漢市の６大工業界（自動車、鉄鋼、光電子、タバコ、石油化学、

環境保護）をはじめとする工業の生産付加価値は８８０億元、２４．１％の成

長で、史上最高となった。 

 産業構成はさらにポテンシャルがいかされるものに変している。０６年末ま

で、自動車、鉄鋼、光電子、タバコが工業の４大重要産業として発展し、生産

付加価値はそれぞれ５５６億元、４５４億元、４１８億元、２６７億元、これ

は武漢市全体の６割以上を占めた。また、０６年度武漢市の自動車生産量は２

６．８万台で、５９．７％の成長となった。 

 

 

☆２００７年１月２８日付け『楚天都市報』より 

外資系旅行会社７月から中国市場への進出可能に 

 新華社電によると、２月２０日、国家旅行局は２００７年７月１日から外資

系企業が投資した外資系旅行業社の支店設立に対する制限を撤廃し、外資系旅

行業者の資本登記も国内企業と同様に取り扱うことを公表した。これにより外

資系旅行業社は、中国国内でのインバウンド旅行、および国内旅行業務の経営

が可能になる。 

 今までは支店設立の制限により経営コストが高かったことから、外資系企業

の国内旅行業界への参入はなかった。しかし７月から地域制限が取り消されれ

ば、中国の国内旅行業が外資系旅行者の競争の重点となり、志位城競争はより

激しくなる。 

 これに対し、湖北省旅行協会は２７日に記者会見を行い、市場の変動に対応

するため、中部旅行連合発展公司を設立、連合購買などの手段でコストダウン、

路線開発を図る。 

 

 

☆２００７年１月３１日付け『楚天都市報』より 

不動産販売か買う上昇、去年の平均価格は３６２２．２２元 

 武漢市不動産市場工作弁公室からの情報によると、武漢市の住宅販売価格は

安定的に上昇しているが、上昇幅は徐々に緩まっている。昨年度、武漢の住宅



１㎡あたりの平均販売価格は３６２２．２２元で、これは２００５年度より８．

２６％の上昇であるが、上昇幅は１７．１４ポイントのダウンとなった。 

 一方昨年度の武漢市の住宅販売面積は９６０．８８万㎡で、同期比５．１％

の上昇であり、上昇幅は２．５ポイントのダウンとなった。 

 

 

☆２００７年２月５日付け『武漢オンライン』より 

武鋼：原料購入コストを１０億元圧縮 

 ２月５日付けの『武漢オンライン』によれば、２００７年の海外鉄鉱石の高

騰に伴い、製鐵業界は熾烈な競争を強いられている。武漢鉄鋼グループ企業で

ある武漢鉄鋼国際貿易公司は、海外からの購入コストを１０億元節約すると発

表した。 

 同社では、２００７年の経営目標として、純益を５億元、輸出鉄材を１００

万ｔ、原材料購入コストを対前年比で－１０億元と決めた。なお、２００６年

の同社の純益も５億元で、原材料購入コストは２３９億元となっており、対前

年比で２３億元の元となっている。輸出鉄材は１３２万ｔであった。 

 

 

 ☆２００７年２月７日付け『武漢オンライン』より 

日産：東風汽車（自動車）と提携しローン会社を設立 

 ２月７日付けの『武漢オンライン』によれば、東風日産車は、合弁パートナ

ーである東風汽車グループと提携し、個人向け自動車ローン会社「東風日産自

動車金融」を立ち上げることになった。これはこのほど、中国銀行業監督管理

委員会から設立認可を受けたことによるもの。営業は、２００７年に上海地域

からスタートさせることにしている。 

 ローン会社は、「インフィニティ」を含む日産ブランドの新車購入を対象とす

る個人ローンを取り扱うもので、２０１０年までに北京、広州、武漢などの中

国主要都市でも事業展開するとしている。また、個別ディーラーを対象とした

融資も行うことにしている。 

 

 

☆２００７年２月８日付け『武漢オンライン』より 

武漢開発区：自動車関連産業が急成長 

 ２月８日付けの『武漢オンライン』によれば、武漢開発区の１月の主要経済

指標が対前年比で、７０％以上の伸びを示した。工業増加値ベース（生産額－

生産コスト）で１７億７千万元に達し、７１．５３％の伸びであった。１月の



自動車関連産業の工業総生産額は４０億２，２００万元で、１１３．９８％の

成長であった。 

 

 

新幹線ベース車両：春節期、武漢―北京などに投入 

 長野新幹線「あさま」などとして活躍するＥ２型車両をベースとするＣＲＨ

２型列車が、２月１８日の春節（旧正月）に伴う繁忙期、武漢―北京間の鉄道

路線に投入されることが１５日までに明らかになった。 

 同社量は一部を除き川崎重工などとの提携で山東省青島市の南車四方機車車

輌社（株）が製造する。８両編成で、これまで時速でも約１２時間かかった武

漢―北京間を約８時間で結ぶ。同区間での最高時速は２５０ｋｍ程度になると

いう。 

 中国は在来線でも時速２００ｋｍ以上で走行する高速車両の導入を進めてい

る。日本のＥ２型ベースの車両はＣＲＨ２（Ｃｈｉｎａ Ｒａｉｌｗａｙ Ｈ

ｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ２＝中国鉄道高速２＝）と呼ばれ、春節期間には、上海－

広州、上海－寧波（ニンポー）間での運行も予定されている。 

 

 

武漢：レーザー関連２社の再編で中国最大のメーカーに 

 湖北省武漢市に拠点を置くレーザー機器メーカー、華工科技、楚天激光、団

結激光の３社が１３日、合弁再編契約を結び、中国最大規模のレーザー機器企

業が誕生したことを中国新聞社が報じた。この合併は、企業の競争力向上のた

め省と市が促したものである。 

 新会社は華工科技が経営権を握り、医療用レーザーなどの生産を行う。 

 武漢の東湖開発区には中国のレーザー機器メーカーが５０社あまり立地して

いるが、競争力のある企業は今回合併する３社を含む７社のみだった。 

 

 

国内資本の誘致が２００億元を突破 

 武漢市経済技術協力弁公室によると２００６年、武漢市は初めて国内他都市

から２００億元の資本を誘致し、既に２０１．６億元に達した模様で、年間目

標を１１２％達成したと発表した。（約３０００億円） 

 また全市「第１１次５カ年計画」（２００６年―２０１０年）の間に１０００

億元（約１兆５０００億元）の目標を掲げており、この数値目標は「第１０次

５カ年計画（２００１年―２００５年）」の倍であることを明らかにした。 

 



中国人観光客集客誘致のためアンコールワットへの新航路 

 カンボジアの民間航空会社アンコール航空は、中国湖北省武漢市―プノンペ

ン―シェムリアップ線を４月から新規開設することを３月９日付けで中国新聞

社が伝えた。 

 シェムリアップはアンコールワット観光の拠点、中国の観光客増加を狙った

ものだ。アンコールワット観光に出かける中国人の数は年々増加しており、毎

年数万人規模に上る。これは同地への観光客の国籍別統計では世界第５位であ

る。 

 アンコール航空はすでにプノンペンから四川省成都、雲南省昆明、武漢の各

地を結ぶ路線を開設している。 

 

 

☆２００７年３月１６日付け『武漢晩報』より 

武漢市今年度予算の２２７億元を建設に 

 全市市建設工作会議は今年、市民が住みやすい街を建設するため、２２７億

元を市プロジェクトに充てる見込みである。 

 重点投資プロジェクトは、１８２本の道路の建設、武漢新区の建設、後湖な

ど重点区域の建設、長江トンネル、鉄道などの施設の増設、全市の緑化プロジ

ェクト、天然ガスの長江横断などとなっている。 

 今年は新たな市政府施策の１年目であり、都市建設の重点は交通、住宅の排

水、街路灯などの照明や水環境の改善など、民主的なプロジェクトにおかれ、

これらは市民生活の環境を改善することに寄与する。 

 

 

☆２００７年３月２０日付け『楚天都市報』より 

武商、中百、中商の上場公司３社、武商連集団に参入 

 ２０日付けの『楚天都市報』によると、武商、中百、中商の３つの商業会社

（スーパー）は同時に公告を発表、武漢国資公司この３社の国有林を資本とし

て、武商連集団を設立することを明らかにした。これは年間販売規模が２３８

億元を超える大型商業集団がまもなく誕生することを意味している。 

 ３社の公告によると、武漢国有資産経営公司は武漢経済発展投資（集団）と

共同で武漢商連（集団）株式会社を設立する。さらにその中で武漢国有資産経

営公司は武商、武漢中百、武漢中商が３社の上場公司の国有株を資本として、

株式の７０．５５％を占めること、武漢経済発展投資（集団）有限会社は５億

元の現金を出資、これは全体の２９．４５％を占めることを明らかにした。 

 統計によると、武商、中百、中商の昨年の販売実績はそれぞれ８４億元、９



４．８億元、６０億元。３社は協力して市場競争に参入することを決意したと

いえる。 

 

 

亨得利（ヘンダリー、３３８９）：武漢で合資会社設立へ 

 海外ブランドの腕時計の小売店を展開する亨得利（ヘンダリー）社は、今年

の初め、武漢亨達利世界名表有限会社と四川省、武漢において合資会社の設立

に同意し、中国中西部における小売ネットワークの開拓に着手したことを明ら

かにした。 

 新会社の持ち株率は同社が７０％、武漢亨達利が３０％となる。 

 同社の店舗はいずれもショッピング街に構えられており、中高級腕時計市場

のシェア７０％以上を占めている。新会社を通じて時計卸売店７店舗を展開す

る予定であり、これら武漢店が加わると、同社が運営する小売店は本土（９９

店）、香港（４店）を合わせた１０３店舗となる。 

 ２００６年末における本土店舗数は９２店舗と、０５年末から２７店舗の急

増であったが、事前予想の１００店を下回っており、０６年通期純利益には１．

３％のマイナス影響が見込まれる。 

 同社は今年も昨年同様の開店ペースを維持する見通しで、０７年末の本土店

舗数を０６年末からさらに２８店舗増しの１２０店舗と言予想している。また

同社の０７年資本支出は３８００万元とされ、主に店舗の改修に投じる予定で

ある。 

 国安君安（香港）証券は同社が中西部地域への進出を成功させたことは、目

標としている全国的な小売ネットワークの形成に一歩近づいたことであり、ま

た今後成長性の高い中西部の消費力の恩恵を徐々に受けていくであろうと予想

している。 

 同社は４月中旬に決済発表を予定しているが、同証券会社は０６年の通期決

算が前年比５３．５％増の１．８６億元、ＥＰＳ（１株あたりりえき）が前年

比１１．１％の０．１６３元になるものと見込んでいる。目標株価を０７年予

想ＰＥＲ（株価収益率）の３４．５倍、０８年予想ＰＥＲ（株価収益率）の２

７．２米に相当する４．０香港ドルに設定しており、レーティングは「買い」

を推奨している。（２３日終値：３．２１香港ドル） 

（資料提供：『国安君安（香港）証券』） 

 


